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筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
い
く

つ
か
の
拙
稿
に
於
て
宝
暦
か
ら
寛
政
ま
で
の
京
都
宗

匠
に
よ
る
月
並
発
句
合
を
取
り
上
げ
、
主
に
入
選
句
披
露
摺
り
物

(
以
下

「
丁
摺
」

と
言
う
)
を
手
が
か
り
と
し
て
そ
の
あ

り
よ
う
を
考
察
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

折
々
に
痛
感
し
た
の
は
丁
摺
を
は
じ
め
京
都

の
月
並
発
句
合
関
係
の
資
料
は
な
か

な
か
目
に

つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
事
情
は
化
政

・
天
保
期
に
つ

い
て
も
同
じ
で
、
手
許
に
あ
る
片
々
た
る
丁
摺
集
を
見
て
も

こ
の
時
期
月
並
発
句

合
は
ず
い
ぶ
ん
賑
々
し
く
興
行
さ
れ
て

い
る
は
ず
な
の
に
、
資
料
は

一
向
に
増
え

る
気
配
を
見
せ
な
い
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
筆
者

の
調
査
不
足
に
よ
る
こ
と
言
う
ま

で
も
な
い
が
、

一
つ
の
理
由
と
し
て
、
京
都

の
月
並
発
句
合
で
は
月
刊
の
丁
摺
を

数
年
分
ま
と
め
て
合
綴
し
通
常
の
俳
書
仕
立
て
に
し
て
刊
行
す
る
こ
と
が
多
い
と

い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
合
綴
刊
行
さ
れ
た
丁
摺
集
は

一
見
通
常

の
俳
書
と
変
わ
ら
な
い
。
従

っ
て
、
図
書
館

・
古
本
屋
の
目
録
な
ど
に
於
て
も

一

般

の
俳
書
と
同
様
の
意
識
で
分
類

・
掲
載
さ
れ
、
原
本
を
見
な
い
限
り
は
発
見
が

甚
だ
困
難
な
の
で
あ
る
。
手
許
の
わ
ず
か
な
資
料

で
は
と
う
て
い
史
的
論
考
を
な

す
に
は
至
ら
な
い
。
よ

っ
て
こ
の
稿
で
は
、
管
見
に
入

っ
た
化
政

・
天
保
期
の
京

都
宗
匠
に
よ
る
月
並
発
句
合
の
丁
摺
集

を
と
り
あ
え
ず
整
理
し
、
併
せ
て
図
版
な

ど
も
添
え
て
示
し
、
同
様
の
資
料

の
所

在
に
つ
き
広
く
御
教
示
を
願
う
次
第
で
あ

る
。

『
新
選
俳
譜
護
句
集
』

上
賀
茂
神
社
三
手
文
庫
蔵
。
中
本
写
本

一
冊
。
全
七
八
丁
、
墨
付
七
八
丁
。
共

表
紙
の
左
肩
に

「
噺

俳
譜
焚
句
集
」
と
本
文
と
同
筆
に
て
墨
書
。
筆
者
は
不
詳

で
あ
る
が
、
同
じ
三
手
文
庫
蔵
の
写
本

『俳
諸
井
手

の
玉
河
初
編
』
と
筆
蹟
は
同

じ
で
、
そ
ち
ら
に
は

「浮
雪
」

の
陰
刻
朱
印
が
認
め
ら
れ
る
。
浮
雪
は
後
述
の

〔俳
譜
井
出
玉
川

四
編
〕
に
よ
れ
ば
下
鴨

の
人
。

『新
選
俳
諸
爽
句
集
』
は
囎
山

系
の
判
者
に
よ
る
各
種
発
句
合
の
丁
摺

の
写
し
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
記
録
さ
れ
る

珊

す
べ
て
の
催
し
に
浮
雪
は
入
選
し
て
お
り
、
こ
の
書

の
筆
者
は
彼
で
あ
る
可
能
性

が
大
き
い
。
序

・
践

・
奥
書
な
ど
は
見
当
ら
ず
書
写
年
代
も
不
明
で
あ
る
が
、
中

に

「
壬
戌
年
大
小
折
句
寸
砂
評
」
の
催
し
が
あ
り
(
判
者

の
顔
ぶ
れ
か
ら
見
て
も

享
和
二
年
前
後
興
行

の
発
句
合
丁
摺
を
写
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
に
異
存
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
に
記
録
さ
れ
た
発
句
合
を
月
並
及
び
臨
時
の
奉
納
奉
額

・

そ
の
他
に
分
け
、
記
載
順
に
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

〈
月
並
発
句
合
〉

①
寺
町
筋
違
橋
不
動
明
王
月
次
奉
燈
両
評

粛
斎
雲
臥

題
二
月
之
部

判
者
深
草
舎
露
山

・
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②
同
右

題
三
月
之
部

唱
花
坊
其
風

・
粛
斎
雲
臥
評

③
祇
園
社
月
並
奉
納
両
評

千
樹
亭
梅
斜

・
玉
竜
舎
寸
砂
評

二
月
分

題
釈
莫

・

糸
桜

・
帰
雁

・
焼
野

・
陽
炎

惣

句
六
百
余
吟
ー

五

・
六
月
を
除
き
十
二

月
分
ま
で
あ
り

④
水
火
天
満
宮
九
百
年
忌
千
燈
二
付
奉
燈

題
正
月
之
部

睦
斎
寸
砂
評

⑤
北
野
天
満
宮
奉
納
互
評
立
評

(
二
月
分
)

弄
時
庵
斗
雪

・
寸
砂
評

⑥
下
御
霊
社
奉
納
月
次
両
評

梅
斜
・
寸
砂
評

正
月
分

題
初
日
・
春
の
草

・

鶯

・
春
の
雪

・
手
毬

惣
句
五
百
吟
-

八
月
分
ま
で
あ
り

⑦
幸
神
奉
燈
月
並

寸
砂
評

題
初
桜

・
水
鶏

・
稲
莚

・
雪
吹

・
シ
キ
社

⑧
伏
見
海
道
地
蔵
尊
奉
納
月
次

題
十
月
之
部

千
樹
亭
梅
斜
評

右
の
う
ち
、
③
⑥
は
普
通
の
季
題
五
に
よ
る
奉
納
月
並
発
句
合
。
各
月
惣
句
数

を
あ
げ
る
が
、
③
は
少
な
い
月
で
二
百
五
十
余
、
多
い
月
で
六
百
余
、
⑥
は
三
百

八
十
余
か
ら
五
百
三
十
余
。

こ
の
二

つ
の
発
句
合
は
判
者
が
同
じ
で
あ
り
、
あ
る

い
は
年
度
に
よ
り
奉
納
先
を
変
え
る
趣
向

の
催
し
で
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
な

お
、
③
⑥
は
各
月
の
標
題
下
に

「
但
丁
摺
十
四
章
抜
葦
之
外
」

(③
正
月
)

「
丁

摺
十
四
句
之
外
」

(③
四
月
)

「
丁
摺

十
四
句
ノ
次
」

(
③
七
月
)

「
但
十
四
句

丁
摺
之
外
」

(⑥
二
月
)
な
ど
と
い
う
付
注
が
あ
る
。
言
う
と
こ
ろ
を
信
ず
れ
ば
、

こ
の
二

つ
の
月
並
発
句
合
に
於

て
は
丁
摺
に
洩
れ
た
句
、

つ
ま
り
落
選
句
の
中
か

ら
い
ま

一
度
秀
吟
を
拾

っ
て
披
露
す
る
と
い
う
二
段
構
え
の
選
を
し
て
い
た
よ
う

で
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
の
は
二
回
目
の
選
に
よ
る
秀
吟
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
題
二
月
之
部
」
な
ど
と
す
る
①
②
④
⑧
は
入
選
句
を
調
べ
て
み
る
と
、
す
べ
て

当
季
自
由
題
に
よ
る
催
し
。
特
に
そ
れ
を
断
わ
ら
な
い
⑤
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、

⑦
は
月
並
発
句
合
で
あ
り
な
が
ら
、
四
季
に
わ
た
る
題
を
指
定
し
て
い
る
点
が
極

め
て
珍
し
い
。
以
上
①
～
⑧
は
、
す

べ
て
首

(
秀

一
)
を
冒
頭
に
あ
げ
軸

(
尾
)

を
末
尾
に
置
く
と
い
う
入
選
句
配
列
法

を
採

っ
て
い
る
。

〈
臨
時
の
奉
納

・
奉
額
発
句
合
〉

⑨
奉
額
赤
山
社
発
句
合

題
四
季
千
句
集

評
者
靖
斎
李
流

⑩
御
霊
社
奉
納

題
秋
之
部

傘
方
軒
其
川
評

⑪
今
出
川
寺
町
上
ル
赤
塚
氏
境
内
地
蔵
尊
奉
額
四
評

央
更
舎
幽
石

・
槍
浪
居
李

流

・
玉
竜
舎
寸
砂

・
芳
草
亭
漣
月
評

題
花

・
時
鳥

・
月

・
雪

・
四
季
釈
教

惣
句
八
百
吟

⑫
出
町
升
形
口
下
ル
綿
や
小
祠
稲
荷
社
奉
納

評
者
斜
日
庵
春
芝

題
葛
水
・
綿

の
花

・
蝿

・
月
涼

・
シ
キ
神
祇

⑬
革
堂
奉
額

題
春
之
部

逸
斎
子
望
考

惣
句
六
百
四
十
余
吟

⑭
白
川
天
神
宮
奉
納

題
秋
之
部

芳
草
亭
漣
月
評

⑮
安
井
金
比
羅
奉
額

題
四
季

槍
浪
居
李
流
選

惣
句
六
百
余
吟
之
内

入
選
句
の
配
列
は
い
ず
れ
も
①
～
⑧
に
同
じ
。
⑨
⑪
⑮
は
四
季
題
に
よ
る
催
し

で
臨
時
の
発
句
合
と
見
ら
れ
る
が
、
⑩
⑫
⑬
⑭
は
季
節
毎
の
催
し
と
思
わ
れ
、
月

並
発
句
合
の
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、
こ
れ
以
外
に
も
⑮

「壬
戌

大
小
折
句
寸
砂
評
」
⑰

「
良
斎
子
龍

・
散
斎
之
英
両
評
相
撲
抜
葦
」
な
ど
も
記
録

さ
れ
て
い
る
。

入
選
作
者
は
①
か
ら
⑯
を
通
じ
て
京
と
山
城
各
地
で
殆
ん
ど
を
占
め
、
そ
の
他

と
し
て
は
丹
波

・
浪
花

・
近
江

・
若
狭
が
若
干
名
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

〔俳
譜
井
出
玉
川
四
編
〕

図
1

藤
田
真

一
氏
蔵
。
中
本

一
冊
。
文
化
六
己
巳
年
春
入
江
斗
雪
序
。
京
都
橘
仙
堂

善
兵
衛
梓
。
題
籏
は
な
い
が
、
序
文
中
に

「
玉
川
の
句
集
も
廿
余
年
が
ほ
ど

一
ケ

月
も
さ
は
る
こ
と
な
く

(
略
)
こ
た
び
四
篇
め
の
小
冊
を
な
す
。」
と
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
寛
政
六
年
に
初
編
が
刊
行
さ
れ
た

『
俳
譜
井
出
玉
川
』
の
第
四
編
た
る
こ

と
は
疑
う
余
地
は
な
い
。
全
七
四
丁
の
う
ち
序
文

一
丁
を
除
き
、
残
り
は
す
べ
て
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月
並
発
句
合
の
丁
摺
。
図
版
か
ら
も
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
う
が
、
丁
摺
に

は
す

べ
て
墨
色
の
匡
郭
が
あ
り
、
板
芯

下
部
に
月
数
を
、
冒
頭
に
は

「子
正
月
」

と
い
う
よ
う
に
十
二
支
の
標
示
が
し
て
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
に
収
録

す
る
の
は
文
化
元
子
年
正
月
～
十

一
月
分
、
文
化
二
丑
年
正
月
2
十

一
月
分

(含

閏
八
月
)、
文
化
三
寅
年
正
月
～
十

一
月
分
、
文
化
四
卯
年
正
月
～
十

一
月
分
、
文

化
五
辰
年
正
月
～
十

一
月
分

(含
閨
六
月
)
及
び
辰
年
の
年
籠
分
で
あ
る
。
弄
時

庵
入
江
斗
雪
判
の
月
並
発
句
合
は

『
俳
譜
井
出
玉
川

初
編
』
に
収
録
さ
れ
る
寛
政

元
年
か
ら
四
年
ま
で
の
分
も
そ
う
で
あ

っ
た
が
、
閨
月
が
あ
れ
ば
そ
の
月
も
興
行

を
し
、
師
走
は
興
行
し
な
い
の
を
原
則
と
し
て
い
る
。
丁
摺
の
数
は
文
化
元
～
四

年
分
は
各
月

一
丁
摺

(但
し
、
文
化
二
年
九
月
の
み
二
丁
摺
)
、文
化
五
年
が
各
月

二
丁
摺

(但
し
、
年
籠
は
三
丁
摺
)。
入
選
句
は

一
丁
摺
の
月
が
20
章
、
二
丁
摺

の

月
は
42
章
、
辰
年
籠
61
章
。
巻
頭

・
巻
軸
の
標
示
、
及
び
判
者
斗
雪

の
追
加
吟
は

な
い
。
季
題
は
月
並
五
題

(
但
し
、
文
化
元
年
四
月
の
み
六
題
)
で
各
月
丁
摺

の

冒
頭
に
明
示
。
図
版
に
続
く
子
年
二
～
五
月
分
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

二
月
題

水
口
祭

・
出
代

・
菜
の
花

・
蝶

・
春

の
月

三
月
題

雛

・
順
峰

・
永
日

・
鷹

ノ
巣

・
山
桜

四
月
題

卯

の
花

・
蠣

・
袋
角

・
飛
蟻

・
酒
煮

・
シ
キ
淀
君
賛

五
月
題

帷
子

・
印
地
打

・
鵜
飼

・
五
月
闇

・
末
摘
花

概
ね
普
通
の
季
題
で
あ
る
が
、
二
、

三
ケ
月
に

一
度

「
シ
キ
日
本
武
尊
讃
」
「
シ

キ
淀
君
賛
」
と
い
っ
た
趣
向
の
題
を

一
つ
混
え
る
。

こ
の
出
題
形
式
は
寛
政
元
年

以
降
、
全
く
か
わ

っ
て
い
な
い
。
入
選
作
者
は
五
年
間
を
通
じ
、
京
を
中
心
に
山

城
各
地

・
近
江

・
丹
後

・
丹
波

・
讃
岐
が
目
立
ち
、
あ
と
は
江
戸

・
河
内

・
摂
津

・

伯
老
日が
散
見
す
る
程
度
。

『
俳
譜
井
出
玉
川
初
編
』
と
較

べ
、
特
に
大
き
な
変
化

は
認
め
ら
れ
な
い
。

『
誹
譜
傘
の
下
』

図
2

半
紙
本
二
冊
。
表
紙
中
央
上
部
に
単
辺
原
題
籏

「
誹
譜
傘
の
下

乾
」「
誹
諸
傘

の
下

坤
」。
文
化
二
乙
丑
孟
夏
平
安
幾
風
房
伴
の
宗
盈
序
。
漣
月
践
。
刊
記

「
文

化
第
二
季
乙
丑
夏
四
月
吉
辰

伴
松
神鼻
蔵

書
騨

皇
都
柳
馬
場
二
條
上

金
屋
宗
助
」。
こ

の
書

の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
、
宗
盈
の
自
序
に

し
た

か

し

し

ゃ
ち
う

た
れ

…

愚
老
及
ば
ぬ
な
が
ら
、
親
し
く
か
た
ら
ふ
雅
子
、
又
は
社
中
の
誰
か
れ
、

眉
報
の
難
働

付
合
の
融
糊
を
響

し
・
議

に
藤
む
る
に
、
.桟
く
墜

を

か
そ

い
た

い
た

つ
ら

し
ミ

よ

も

ぶ
ん
が

し

ょ
く
ん

も
て
等
ふ
る
に
至
る
。
徒
に
蝉
に
あ
た
え
む
よ
り
、
四
方
の
文
雅
の
諸
君
に

ゑ
ミ

け
ん

は
た
こ

の
ミ
ち

こ
こ
ろ
さ
し

し

ゃ
う
と
う
じ

き
う
し

ゃ
た
う
た
い

か
ふ

い
ち
じ
ょ

笑
を
献
じ
、
将
此
道
に
志
給
ふ
少
童
児
の
、
鳩
車
糖
袷
に
換
る
の

一
助
と
も

よ
ミ

び

と

ほ

ゐ

あ

つ
さ

こ
と
ぶ

な
り
な
ば
、
詠
嘘
士
の
本
意
な
り
と
、
梓
に
壽
く
こ
と
と
な
り
ぬ
、
…

と
あ
る
の
に
よ

っ
て
明
ら
か
。
乾
巻
に
は
月
並
発
句
合
の
丁
摺
を
合
綴
、
坤
巻
に

は
高
点
付
句
を
収
録
し
て
い
る
。
乾
巻
に
合
綴
す
る
丁
摺
は
四
十
二
丁
。
丁
付
は

通
し
で
板
芯
下
部
に

一
～
四
十
二
と
入
れ
る
が
、
若
干
の
乱
れ
が
あ
り
、
二
十

一

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
二
十
二
と
、
二
十
五
を
十
五
と
、
三
十

一
を
三
十
八
と
、

三
十
六
を
三
十
七
と
誤
る
。
従

っ
て
、
丁
付
十
五

・
二
十
二

・
三
十
七

・
三
十
八

が
各
二
丁
あ
る
が
、
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
で
あ
る
。
図
版
に
例
示
し
た
の

は
第

一
丁
。
各
丁
に
墨
色
の
匡
郭
が
あ
り
、
冒
頭
に
題
を
あ
げ
次
に
巻
首

(
秀
逸
)

の
句
を
三
行
書
き
に
し
て
そ
の
下
に
は
巻
首
の
句
に
因
ん
だ
挿
絵
、
以
下
に
句
を

並
べ
て
巻
軸
に
至
る
配
列
の
仕
方
で
、
最
後
に
伴
松
庵
ま
た
幾
風
房
と
し
て
判
者

宗
盈
の
追
吟
を
添
え
る
。
丁
摺
四
十
二
丁
の
う
ち
丁
付
三
十
九
、
四
十
の
み
二
丁

摺
、
他
は
各
回

一
丁
摺
で
計
四
十

一
回
分
。
う
ち
春
の
題
に
よ
る
も
の
が
丁
付

一

か
ら
十

一
ま
で
計
十

一
回
分
。
図
版
の
よ
う
に
多
く
は
普
通
の
季
題
四
に
よ
る
催

し
で
あ
る
が
、
中
に

「
題
春
神
祇
」
(
二
)

「
題
春
居
所
」
(十
)

「
題
春
植
物
」(
十

一
)
と
い
う
趣
向
題

一
に
よ
る
興
行
が
混
じ
る
。
夏
の
題
に
よ
る
も
の
が
丁
付
十

二
か
ら
二
十
二
ま
で
計
十

一
回
分
、
う
ち
趣
向
題

一
の
催
し
三
回
。
秋
は
丁
付
三
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十
三
か
ら
三
十
二
ま
で
十
回
分
、
う
ち
趣
向
題

一
の
催
し
三
回
。
冬
は
丁
付
三
十

三
か
ら
四
十
ま
で
七
回
分
、
う
ち
三
十
九
、
四
十

の
二
丁
は

「冬
之
名
所

・
釈
教

・

恋
」
の
趣
向
題
三
に
よ
る
興
行
。
四
十

一
丁
は
秋

・
冬
計
十
二
題
の
催
し
、
四
十

二
丁
は

「春

ノ
日

・
夏
ノ
月

・
秋
ノ
風

・
冬

ノ
雨
」
と
い
う
四
季
題
に
よ
る
催
し

で
あ
る
。
丁
摺

の
い
ず
れ
に
も
干
支
の
記
載
は
な
く
、
ま
た
普
通
の
季
題
に
よ
る

催
し
と
趣
向
題
に
よ
る
催
し
と
の
関
連
も
不
明
で
あ
る
が
、
文
化
二
年
四
月
と
い

う
序
文

・
刊
記
か
ら
単
純
に
考
え
て
、

そ
れ
以
前
二
～
三
年
分

の
丁
摺
と
見
て
よ

か
ろ
う
。
入
選
句
は
丁
付

一
の
20
章
、
丁
付
三
十
九

・
四
十

の
合

51
章
を
除
き
、

他
は
す

べ
て
各
回
21
章
。
入
選
作
者
は
京
が
圧
倒
的
に
多
く
、
丹
後

・
丹
波
が
そ

れ
に
続
き
、
他
に
は
近
江

・
尾
府

・
東
武
苦
干
名
を
数
え
る
に
留
ま
る
。

〔逸
題
丁
摺
集
〕

図
3

中
本

一
冊
。
表
紙
中
央
上
部
に
単
辺
原
題
籏
が
残
る
が
剥
落
甚
し
く
、
下
半
部

の

「○
○
れ
ミ
の

完
」
の
み
判
読
可
。
巻
末
の
二

・
三
丁
及
び
後
表
紙
を
欠
き
、

四
十
九
丁
残
存
。
原
本
に
丁
付
が
な
い
の
で
仮
に

一
～
四
十
九
と
す
る
。
た
だ
し
、

十
五
丁
は
十
四
丁
と
同
じ
も
の
で
実
質

に
は
四
十
八
丁
で
あ
る
。
序
践

・
刊
記
な

し
。
第

一
丁
初
行
下
部
に

「
伏
水
玉
鱗
舎
千
柳
選
」
と
あ
り
、
千
柳
の
選
に
な
る

月
並
発
句
合
の
丁
摺
を
合
綴

刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
第

一
丁

・

十
三
丁

・
二
十
六
丁

・
三
十
八
丁
の
各
初
行
に
そ
れ
ぞ
れ

「春
之
部
」

「
卯
夏
之

部
」

「寅
秋
之
部
」

「
寅
冬
之
部
」
と
標
題
。
月
数
な
ど
の
記
載
は
な
い
が
、
四

十
四
～
四
十
六
が

一
回
分
三
丁
摺
で
あ

る
他
は
各
回
二
丁
摺

(
た
だ
し
最
終
回
は

四
十
九
の
初
丁
の
み
残
存
)
で
、
春

・
夏

・
秋

・
冬
そ
れ
ぞ
れ
六
回
分
を
収
録
し

て
お
り
、
寅

・
卯
両
年

の
計
二
十
四
ケ
月
分
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ

る
。
選
者

・
入
選
作
者

・
丁
摺
の
形
式

な
ど
か
ら
こ
の
寅

・
卯
両
年
は
文
化
三

・

四
年
で
あ
る
と
と
り
あ
え
ず
判
断
し
て
お
く
が
、
寛
政
六

・
七
年

の
可
能
性
も
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
図
版
は
第
三
丁
表
と
第
五
丁
裏
。
丁
摺
に
は
す

べ
て
墨
色
の

匡
郭
が
あ
り
、
冒
頭
に
首

(
秀

一
)
を
末
尾
に
軸

(尾
)
を
置
く
形
式
で
選
者
の

追
加
吟
は
添
え
な
い
。
季
題
も
示
し
て
い
な
い
が
、
入
選
句
に
徹
す
る
に
当
季
自

由
題
。
入
選
句
数
は
四
十
四
～
四
十
六
の
三
丁
摺

一
回
分
65
章
そ
れ
に
初
丁
の
み

し
か
残
ら
ず
句
数
不
明
の
最
終
回
を
除
き
、
他
は
42
乃
至
43
章
。
な
お
、
第

一

丁
表
匡
郭
外
右
下
に
か
す
か
に

「
惣
句
千
余
…
」
の
記
述
を
読
み
と
る
こ
と
が
で

き
、

一
つ
の
参
考
に
は
な
ろ
う
。
入
選
作
者
は
、
京
71
名

・
伏
水
47

・
淀
17
・
深

草
13

・
醍
醐
6

・
大
仏
4

・
稲
荷
4

・
洛
東
1

・
上
鳥
羽
1

・
城
南
各
地
12
・
近

江
12
・
丹
後
5
・
宇
治
田
原
2

・
東
武
1

・
そ
の
他
不
明
6
と
い
う
分
布
を
示
す
。

京
都
作
者
が
最
も
多
い
が
71
名
中
の
最
多
入
選
は
三
好
の
20
章
、
そ
れ
に
対
し
伏

水
の
作
者
は
47
名
で
あ
る
が
ト
天
の
51
章
を
最
高
に
20
章
以
上
入
選
し
て
い
る
者

が
9
名
も
い
る
。
選
者
が
伏
水
の
人
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
伏
水
作
者
の
思
い
入

れ
が
強
か

っ
た
よ
う
で
、
発
句
合
の
中
心
的
基
盤
は
む
し
ろ
伏
水
に
あ

っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

『
和
寄
葉
集
』

天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
。
半
紙
本
写
本
十

一
冊
。
分
類
番
号
は
、
わ

・
03

・

　

77
の
ー
～
10
と
な

っ
て
お
り
番
号
と
冊
数
が

一
致
し
な
い
が
、
そ
れ
は
77

・
2
と

分
類
さ
れ
る
同

一
書
名
の
写
本
が
二
冊
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
混
乱
を
避
け
る

た
め
に
、
こ
の
二
冊
を
仮
に
77

・
2
上
、
77

・
2
下
と
し
て
お
く
。
全
十

一
冊
の

う
ち
77

・
7
～
9
を
除
く
す
べ
て
に

「
和
寄
葉
集
」
と
書
題
籏
が
あ
り
、
各
冊
題

籏
下
部
に
次
の
よ
う
に
副
題
を
記
す
。

1322

下 上

 

4

馬
田
江
抜
書

平
安
諸
家
抜
書

平
安
諸
家
抜
書

午
河
州
大
坂
丁
摺

熱
田
三
寄
仙
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要紀

 

学大良奈

5

枯
魚
堂
抜
書

6

古
人
句
集
下

10

萬
治
歌
合

書
写
年
代
及
び
筆
者
は
77

・
7
の
奥

に

「文
化
八
未
八
月
五
日

沙
村
書
」
と

あ
り
、
と
り
あ
え
ず
そ
れ
を
信
じ
て
よ
か
ろ
う
。
さ
て

『
和
嵜
葉
集
』
全
十

一
冊

の
内
容
で
あ
る
が
、
題
籏
の
な
い
7

・
8

・
9
の
三
冊
は

「
和
歌
三
神
之
秘
訣
」

な
ど
和
歌
関
係

の
伝
書
の
写
し
、
10
も
副
題

の
通
り

「
万
治
歌
合
」
の
写
し
。
残

り
七
点
が
俳
譜

で
あ
る
が
、
3
は
厳
密

に
言
え
ば
写
本

で
は
な
く
午
年

(
文
化
七

年
で
あ
ろ
う
)
の
誹
諸
堂
采
紹

・
馬
田
江
鵜
城

の
月
並
発
句
合
丁
摺
を
綴
じ
合
わ

せ
た
も
の
。
4
は

『
熱
田
三
歌
仙
』
の
写
し
、
6
は

『誹
譜
温
故
集
』

の
抄
出
。

京
都
宗
匠
に
よ
る
発
句
合
の
記
録
が
あ

る
の
は
ー

・
2
上

・
2
下

・
5
の
四
冊
で

あ
る
。

1

『
馬
田
江
抜
書
』
の
前
半
部
は
、
標
題

の
如
く
馬
田
江
鵜
城
ら
大
坂
宗
匠
に

よ
る
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
月
並
発
句
合
丁
摺

の
写
し
で
、
そ
の
後
半
部
よ
り

「是
よ
り
平
安
之
部
」
と
し
て
2
下

『平
安
諸
家
抜
書
』
の
巻
末
ま
で
京
都
宗
匠

に
よ
る
発
句
合
丁
摺
の
写
し
が
あ
る
。
仮
に
通
し
番
号
を
付
し
て
次
に
列
挙
す
る
。

①
佳
菊
庵
鶯
太
選

(
題

水
見
舞

・
南
風

・
蚤
取
)

②
佳
菊
庵
驚
太
評

(
題

午
睡

・
金
魚

・
弦
召
)

③
同

評

(
題

生
漬

・
蝉

・
麻

・
浮
人
形

・
撫
子

・
あ
さ
習

・
一
重
帯

・
油
で

り

・
蝿
叩

・
流
星
)

④
清
水
寺
奉
額

椿
花
亭
定
雅

・
松
林
庵
倭
泉
評

題
植
物

・
水
辺

・
生
類

・
降
物

⑤
佳
菊
鶯
太
選

題
神
輿
橋

・
甘
酒

・
雨
祝

⑥
佳
菊
鶯
太
選

題
蝉

・
石
菖

・
豆
茶

⑦
奉
額
松
尾
櫟
谷
大
明
神

庚
午
初
冬

佳
菊
庵

・
春
夜
楼
若
夢
評

題
蝶

・
涼

・
菊

・
冴

⑧
佳
菊
庵
角
力
合

題
鹿
小
屋

・
綿
虫

・
焼
茸

同

後
会

題
臼
す
り

・
番
船

・
菊
屋
形

同

満
会

題
ば
い
廻
し

・
秋
日
和

・
餅
祭

⑨
管
古
追
善

・
佳
菊
庵

・
松
林
庵
倭
泉
評

題
梅

・
夏
書

・
秋
雨

・
寒

・
ヲ
リ
句

ク
ヤ
ウ

⑩
井
向
追
善
地
蔵
堂
額

⑪
枯
魚
堂
梅
価
宗
匠
評

⑫
佳
菊
庵
鷺
太
宗
匠
評

⑬
九
窓
亭
芦
雪
宗
匠
評

⑭
菊
渓
庵
宗
也
宗
匠
評

⑮
椿
花
亭
定
雅
宗
匠
評

⑯
春
夜
楼
若
夢
宗
匠
評

深

雪

庵

羅

芙

評

題
汐

干

・
蛍

・
菊

・
雪

・

題

寒

さ

・
書

始

・
柳

題

鰻

・
霞

・
宝

曳

題

頭

巾

・
朧

月

・
鶯

題

煤

掃

・
董

・
海
苔

題

帰

リ
花

・
蛙

・
出

代

題

除

夜

・
二

の
替

・
茶

摘

シ
キ
釈
教

①
～
③
は
ー
に
、
④
～
⑩
は
2
上
に
、
⑪
～
⑯
は
2
下

に
収
録
。
⑦
の
干
支

「庚
午
」
は
文
化
七
年
で
、

『和
寄
葉
集
』
の
筆
写
年
代
と
併
せ
考
え
て
み
る
と
、

①
～
⑯
は
文
化
七

・
八
年
頃
興
行
の
発
句
合
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
う
ち
、
①

②
⑤
⑥
は
月
並
発
句
合
と
お
ぼ
し
き
出
題
で
あ
る
。
③
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
。
④
⑦
⑨
⑩
は
明
ら
か
に
臨
時
の
発
句
合
で
あ
る
。
ま
た
、
2
下

一
冊
に
収

め
ら
れ
て
い
る
⑪
～
⑯
は
、
各
回
と
も
冬

一
題
春
二
題
に
よ
る
興
行
で
や
や
趣
を

異
に
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
特
別
な
趣
向
に
よ
る
臨
時

の
発
句
合
で
あ

っ
た
か
と

思
わ
れ
る
。
入
選
作
者
は
①
～
⑯
を
通
じ
て
京
が
殆
ん
ど
で
、
他
に
は
伏
見

・
亀

山

・
丹
州

・
西
湖

・
大
坂
が
各
1
・
2
名
散
見
す
る
の
み
で
あ
る
。

〔
京
都

月

並

丁

摺

集

〕

1

・
H

・
皿

図

4

中
本
三
冊
。
京
都
宗
匠
興
行
の
月
並
発
句
合
丁
摺
を
紙
繕
で
綴
じ
合
わ
せ
た
も
の
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三
点
。
も
と
よ
り
表
紙

・
書
名
は
な
く
、
仮
に
標
題
の
よ
う
に
名
付
け
て
お
く
。

整
理
し
て
み
る
と
、
指
月
庵
志
桃
選

・
五
調
斎
歌
鳳
選

・
梅
化
房
百
朶
選
の
三
種

に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
丁
摺
の
形
式
は
ど
れ
も
よ
く
似
て
お
り
、
す
べ
て
に

墨
色
匡
郭
が
あ
る
。
ま
た
、
殆
ん
ど
の
丁
摺
板
芯
に
申

・
酉

・
戌

・
亥

・
子
と
彫

っ

て
あ
り
、
1
に
収
録
す
る
歌
鳳
選
の

一
枚
に
は

「
文
化
十
三
丙
子
年
正
月
之
吟
」

と
い
う
標
題
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
三
点
に
綴
じ
合
わ
さ
れ
た
丁
摺
は
文
化

九
年
か
ら
十
三
年
ま
で
の
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

〈
志
桃
選
〉

文
化
九
年
二

・
八
月
分
、
十
年
七

・
十

一
・
十
二
月
分
、
十

一
年
正

・
二

・
四

～
七

・
九
～
十
二
月
分
、
十
二
年
正
～
九

・
十

一
・
十
二
月
分
の
丁
摺
が
残
る
。

文
化
九
～
十

一
年
分
は
各
月

一
丁
摺
。

図
版
は
九
年
二
月
分
で
あ
る
が
、

「
二
月

ノ
部

洛
指
月
庵
志
桃
宗
匠
選
」
な
ど
と
標
題
し
、
冒
頭
に
秀

一
(首

一
ま
た
首
)

を
末
尾
に
軸

(
尾
)
を
置
く
形
式
で
、
選
者

の
追
加
吟
は
添
え
な
い
。
ま
た
、
各

月
丁
摺
の
表
右
下
匡
郭
外
に

「六
百
余
句
ノ
内
」
な
ど
と
惣
句
数
を
記
し
て
あ
る
。

惣
句
数
は
少
な
い
月
で

「
四
百
余
章
」
(十
年
十
二
月
)
多
い
月
で

「
一
千
八
拾
五

句
」(
十
二
年
六
月
)。
入
選
句
は

一
丁
摺

の
月
は
26
章

(
九
年
二
月

の
み
25
章
)、
二

丁
摺
の
月
は
51
章
で
あ
る
。
中
に
は
丁
摺

の
裏
左
上
匡
郭
外
に

「
五
日
〆
切
不
延
」

(九
年
二

・
八
月
)

「
毎
月
五
日
〆
切
不
延
」(十
年
七

・
十
二
月
)
と
〆
切
日
を

入
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
な
お
、
丁
摺
に
季
題
を
明
示
し
な
い
が
、
入
選
句
に

徴
す
る
に
当
季
自
由
題
。
入
選
作
者
は
京
が
殆
ん
ど
で
、
他
に
は
丹
波
若
干
名
と

若
狭

・
江
戸
各

一
名
を
加
え
る
の
み
。
作
者
肩
書
に
処
々

「
三
室
連

・
小
町
連

・

時
雨
連
」
な
ど
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ

る
。

〈
歌
鳳
選
〉

文
化
十

一
年
正
～
四

・
六
～
八

・
十

二
月
分
、
十

二
年

正

～

三

・
五

月
分

、

文

化
十
三
年
正
～
五
月
分
の
丁
摺
が
あ
る
。
文
化
十

一
・
十
二
年
分
は
各
月

一
丁
摺
、

十
三
年
分
は
二
丁
摺
。

「
正
月
之
吟

洛
上
五
調
斎
選

(十

一
年
正
月
)」
な
ど
と

標
題
し
、
冒
頭
に

「
首
」
を
末
尾
に

「
尾
」
を
置
く
形
式
で
最
後
に
歌
鳳

の
追
加

吟
を
添
え
る
。
入
選
句
は

一
丁
摺
の
月
は
26
章
、
二
丁
摺
の
月
は
40
ま
た
は
41
章
。

十

一
年
分

(
除
十
二
月
)
の
み
各
丁
表
右
下
匡
郭
外
に
惣
句
数
を
記
す
。
四
百
乃

至
五
百
余
。
ま
た
、
丁
摺
裏
左
上
匡
郭
外
に

「十
日
〆
切
」
と
す
る
も
の
が
多

い
。

季
題
は
や
は
り
当
季
自
由
題
。
入
選
作
者
は
京
(
「
カ
モ
」
7
名
を
含
む
)
が
殆
ん

ど
で
、
尾
張

・
丹
州

・
若
狭
が
各
1

・
2
名
見
え
る
の
み
。

〈
百
朶
選
〉

文
化
十

一
年
七
～
十
二
月
分
、
十
二
年
正
～
五
月
分

の
丁
摺
が
あ
る
。
す
べ
て

各
月

一
丁
摺
。

「
七
月
吟

洛
上
梅
化
房
選
」(十

一
年
七
月
)
な
ど
と
標
題
し
、

「首
」
か
ら

「尾
」
ま
で
句
を
配
列
。
十

一
年
分
に
は
選
者

の
追
加
吟
を
添
え
る
。

入
選
句
は
各
月
26
ま
た
は
28
章
。
十

一
年
七
月
～
十

一
月
分

の
み
丁
摺
表
右
下
匡

郭
外
に
惣
句
数
を
記
す
。
四
百
及
至
六
百
余
。
う
ち
、
七

・
八
月

の
丁
摺
裏
左
上

匡
郭
外
に

「
八
月
十
日
〆
切
」「
九
月
十
日
〆
切
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
当
季
自
由
題
。

入
選
作
者
は
江
戸

・
近
江

・
若
狭
各
1
名
以
外
は
京

・
伏
水

・
深
草
で
す

べ
て
を

占
め
る
。

『
わ

れ
も

草

』

図

5

・
6

半
紙
本
、
天

・
地

・
人
の
三
冊
。
各
冊
左
肩
に
単
辺
原
題
籏
が
残
る
が
剥
落
甚

し
く
、
そ
れ
ぞ
れ

「
○
○
も
く
さ

天
」

「
わ
れ
も
く
○

地
」

「
わ
○
○
○
○

人
」
と

一
部
分

の
み
判
読
可
。
し
か
し
、
天
巻
第

一
丁
表
に

「
わ
れ
も
草
」
と

陰
刻
し
、
そ
の
裏
に

「
東
国
侍
従
基
貞
卿
鷲
求
」
と
い
う
記
載
及
び
基
貞
の
方
形
陽
刻

朱
印
が
あ
り
、
こ
の
基
貞
書
の
内
題
に
よ

っ
て
書
名
は
明
ら
か
。
こ
の
内
題
以
外

に
序
践

・
刊
記
は
な
い
が
、
内
容
は
佳
菊
庵
鷺
太
の
判
に
な
る
月
並
発
句
合
の
丁
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摺
十
八
年
分
を
合
綴
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
丁
付
は
板
芯
下
部
に
入
れ
、
天

・

地

・
人
を
通
し
て

「
初
～
三
百
八
十
二

・
后

一
～
后
計
四
」。
架
蔵
本
に
は
数
葉
の

落
丁
が
あ
る
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館

に
天

・
地
両
巻
が
残
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て

丁
付
百
五
十
九
の
わ
ず
か

一
丁
を
除
き
全
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
存
合
計
四

〇
六
丁
。
な
お
、
丁
付
と
丁
数
が
合
わ
な
い
の
は
天
巻
の
丁
付
に
若
干
の
乱
れ
が

あ
る
た
め
で
あ
る
。

さ
て
、
四
〇
六
丁
の
中
に
は
板
芯
に
干
支
を
入
れ
る
も
の
が
あ
る
。
最
大
の
決

め
手
に
な
る
の
は
二
百
九
丁
の

「文
政
六
発
末
正
月
」
で
あ
る
が
、
そ
の
他

「
戌
」

(廿
五
丁
)「
子
」
(七
十
三
丁
)「
乙
酉
」
(二
百
六
十
七
丁
)
「戌
」
(二
百
九
十

一
丁
)

「丁
亥
」(
三
百
十
五
丁
)「戊
子
」(
三
百
計
九
丁
)
「庚
寅
」
(后

一
)
「卯
」
(后
廿
三
)

な
ど
の
標
示
を
手
が
か
り
に
整
理
し
て
み
る
と
、
各
巻
収
録
の
丁
摺
は
次
の
年
代

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

天
巻

文
化
十
年
正
月
～
文
化
十
三
年
十
二
月

地
巻

文
政
元
年
正
月
～
文
政
六
年
十
二
月

人
巻

文
政
七
年
正
月
～
天
保
二
年
七
月

文
化
十
四
年
分
が
見
当
ら
な
い
の
が
疑
問
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
早
大
本
も
同
じ

で
、
こ
の
年
は
興
行
が
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
各
月
の
丁
摺
数
は
、

文
化
十
二
年
十
二
月
の
三
丁
摺
、
文
政
元
年
十

一
・
十
二
月
の
合
三
丁
摺
、
文
政

十
二
年
十

一
・
十
二
月
の
合
二
丁
摺
、
天
保
二
年
正
～
三
月
の
合
四
丁
摺
、
そ
れ

に
後
述
す
る
文
化
十
三
年

一
年
分
を
除
き
、
他
は
す
べ
て
各
月
二
丁
摺
で
あ
る
。

図
版
5
は
、文
化
十

一
年
正
月
分
巻
頭

(廿
五
丁
表
)
と
巻
末

(廿
六
丁
裏
)
で
あ

る
が
、
冒
頭
に
季
題
七

(
う
ち

「
初
老

の
賀
」
と
い
う
趣
向
題

一
を
含
む
)
を
あ

げ
、
続

い
て
52
章
の
入
選
句
を
並

べ
て
末
尾
の
句
を

「
軸
」
と
す
る
。
そ
の
あ
と

に

「初
老
の
賀
」
で
詠
ま
れ
た
入
選
句
だ
け
ま
と
め
て
8
章
配
列
し
、
終
り
に
鷺

太
の
追
加
吟
を
添
え
る
。
そ
し
て
、
終

行
に

「
点
坐
」
と
し
て
芦
錐
以
下
五
人
の

名
を
あ
げ

て
い
る
。
こ
の
形
式
は
文
化
十
年
正
月
か
ら
文
化
十
二
年
十
二
月
ま
で

の
丁
摺
す
べ
て
に
共
通
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
丁
摺
の
例
と
し
て
取
り
あ
げ
た

文
化
十

一
年
分
に
つ
い
て
は
た
ま
た
ま
募
句
ち
ら
し
が
現
存
す
る
。

『
奈
良
大
学

紀
要
』
十
四
号
収
録
の
拙
稿
に
翻
刻
紹
介
し
て
お
い
た
が
、
こ
こ
で
は
図
版
6
と

し
て
原
点
を
掲
載
し
て
お
こ
う
。
こ
の
ち
ら
し
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

・
通
年
兼
題
の
興
行
で
あ

っ
た
こ
と
。

・
趣
向

の
題
に
は
当
季
の
制
約
が
あ

っ
た
こ
と
。

。
七
題
の
う
ち
三
題
を
選
ん
で
句
を
詠
み
、
三
句
を

一
連
と
し
て
応
募
す
る
き

ま
り
と
な

っ
て
い
た
こ
と
。

に
ふ
ん

。
点
料
は
三
句

一
連
に
て
二
分
を
要
し
た
こ
と
。

。
締
切
は
前
月
二
十
日
で
あ

っ
た
こ
と
。

・
丁
摺
に
掲
載
さ
れ
る
入
選
句
は
十
五
点
以
上
で
あ

っ
た
こ
と
。

な
お
、
丁
摺

に
点
座
と
し
て
名
の
あ
げ
ら
れ
た
五
名
は
三
句

一
連
合
計
点
の
上

位
者
、

つ
ま
り
ち
ら
し
に
言
う

「高
点
巻
其
五
内
」
に
入

っ
て

「
鹿
景
進
上
」
の

対
照
と
な
る
連
中
と
考
え
ら
れ
る
。
丁
摺
の
形
式
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
判
断
し

て
、
文
化
十
年
か
ら
十
二
年
ま
で
鷺
太
判
の
月
並
発
句
合
は
お
よ
そ
右
の
よ
う
な

興
行
形
態
で
催
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
間
の
入
選
句
数
は
、
十
年
正

月
58
章
、
二
月
59
章
、
十
二
年
十

一
月
49
章
、
十
二
月
48
章
を
例
外
と
し
て
他
は

す

べ
て
各
月
60
章
で
あ
る
。

さ
て
、
文
化
十
三
年
に
な
る
と
丁
摺
の
形
式
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
正
～

三
月
分
は
各
月

一
丁
摺
、
冒
頭
に

正
月
之
部

辻
君
の
賛

二
月
之
部

猫
の
賛

三
月
之
部

琴
を
習
ふ
句

と
趣
向
題

一
つ
だ
け
を
あ
げ
、
前
年
ま
で
の
よ
う
な
季
題
を
記
し
て
い
な
い
。
こ

の
三
ケ
月
分
は
入
選
句
か
ら
判
断
し
て
当
季
自
由
題
に
よ
る
催
し
。
ま
た
、
四
～

六
月
分

・
七
～
九
月
分

・
十
～
十
二
月
分
は
そ
れ
ぞ
れ
合
五
丁
に
わ
た
り
、
こ
の
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間
丁
摺
は
月
刊
で
は
な
く
季
刊
と
な

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
四
月
以
降
は
各
月
普

通

の
題
四
と
趣
向
題

一
の
計
五
題
を
冒
頭
に
明
示
。
入
選
句
数
は
正
～
三
月
が
各

30
章
、
四
～
六
月
が
各
50
章
、
七
～
十

二
月
が
各
60
章
。
翌
文
化
十
四
年
の
丁
摺

が

一
年
分
見
当
ら
な
い
こ
と
と
考
え
併
せ
て
み
る
と
、
文
化
十
二
年
末
か
ら
十
四

年
に
か
け
て
月
並
発
句
合

の
興
行
形
態
を
変
更
し
、
そ
の
規
模
を
縮
少
せ
ざ
る
を

得
な
い
な
ん
ら
か
の
事
情
が
判
者
鶯
太

の
側
に
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

文
政
元
年
の
丁
摺
は
文
化
十
三
年
正
～
三
月
と
同
じ
く
月
数
と
趣
向
題

一
を
冒

頭
に
あ
げ
る
形
式
で
、
当
季
自
由
題

に
よ
る
興
行
。
入
選
句
数
は
正
月
59
章
、
十

一
月
53
章
、
十
二
月
34
章
、
他

の
月
は
す
べ
て
60
章
。
文
政
二
年
以
降
は
趣
向

の

題
も
な
く
な
り
、
す

べ
て
当
季
自
由
題

に
よ
る
興
行

へ
と
変
わ
っ
て
行
き
、
丁
摺

の
冒
頭
に
題
が
記
さ
れ
る
こ
と
は

一
切
な
く
な
る
。
こ
の
間
の
入
選
句
数
は
、
文

　

政
三
年
正

月
62
章
、
天
保
二
年
正
～
三
月
合
12
章
を
除
き
、
他
は
す
べ
て
各
月
61

章
で
あ
る
。
な
お
、
入
選
作
者
は
十
八
年
間
を
通
じ
て
京

・
近
江

・
丹
波

・
山
城

各
地
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
れ
以
外

に
は
江
戸

・
美
濃

・
浪
花

・
河
内

・
紀
伊

・

播
磨

・
但
馬

・
伊
予

・
安
芸
な
ど
が
若
干
名
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

『
は

と

の

つ
ゑ

』

図

7

半
紙
本

一
冊
。
表
紙
中
央
上
部
に
単
辺
原
題
簸

「
は
と
の
つ
ゑ
」
。文
政
十
二
丑

如
月
月
下
堂
序
。
京
橘
仙
堂
善
兵
衛
梓
。
月
下
堂
の
序
文
中
に

…
…
こ
こ
に
薙
萄
苑
主
人
く
さ
ぐ
さ
の
句
を
撰
て
赤
八
幡
の
御
社

へ
備

へ
ま

つ
り

(
略
)
そ
の
お
ろ
し
も

の
な
れ
る
を
ミ
と
せ
が
ほ
ど
貯

へ
置
る
が
、
こ

た
び
世
に
ひ
ろ
め

一
冊
と
な
し
好
人
が
腹
を
こ
や
さ
む
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、
薙
萄
苑
若
雅
選
の
月
並
奉
納
発
句
合
の
丁
摺
を
三
年
分
合
綴
刊

行
し
た
も

の
。
序
文

一
丁
と
若
雅
ら

の
連
句
及
び
当
代
諸
家
の
吟
を
収
録
し
た
巻

末
の
三
丁
に
は
丁
付
な
し
。
丁
摺
は
全
三
十
六
丁
を
収
め
、
板
芯
に

「
戌
正
～
戌

十
二
」

「正

若
～
十
二

若
」

「
子
正
～
子
十
二
」
と
入
れ
る
。
月
下
堂
の
序

文
が
文
政
十
二
丑
年
二
月
で
あ
る
か
ら
、
戌
は
文
政
九
年
、
子
は
文
政
十

一
年
、

十
二
支
を
入
れ
な
い
そ
の
間
の
十
二
丁
は
文
政
十
年
の
分

で
あ
ろ
う
。
各
年
と
も

各
月

一
丁
摺
で
墨
色

の
匡
郭
が
あ
る
。
図
版
は
文
政
九
年
正
月
分
で
あ
る
。
冒
頭

に

「
正
月
之
吟

羅
萄
苑
撰
」
と
し
て

「
首
」「
軸
」
か
ら
入
選
句
23
章
を
並
べ
、

最
後
に
若
雅
の
追
加
吟
を
添
え
る
形
式
。
た
だ
し
、
薙
萄
苑
撰
と
あ
る
の
は
こ
の

年
の
正
月
分
の
み
。
ま
た
、
入
選
句
の
配
列
は

「首
」
(秀

一
・
首

一
)
を
冒
頭
に
、

「軸
」
(尾

・
大
尾
)
を
末
尾
に
置
く
形
式
も
の
も
あ
る
。
入
選
句
数
は
す
べ
て
の

月
23
章
。
季
題
を
示
さ
な
い
が
、
入
選
句
か
ら
判
断
し
て
当
季
自
由
題
で
あ

っ
た

と
思
わ
れ
る
。
入
選
作
者
は
、
京
84
名
、
下
鳥
羽

・
岩
倉

・
深
泥
池
各
1
、
伊
賀

名
張
7
、
若
狭
6
、
丹
波
5
、
西
湖
3
と
い
う
分
布
。
因
み
に
入
選
句
数
の
特
に

多
い
作
者
を
拾
い
出
し
て
み
る
と
、
京
の
月
農
69
章

・
李
角
65

・
北
舟
53

・
志
朝

印

・
周
伯
37

・
瑞
斗
33

・
春
楽
31

・
路
鳥
24
、
伊
賀
名
張
の
丸
松
31

・
松
園
28
と

い
っ
た
と
こ
ろ
が
目
立
ち
、

こ
の
10
名

で
実
に
全
入
選
句

の
約
半
数
を
占
め
て
い

る
計
算
に
な
る
。

『
枯
魚
七
部
余
財
集
』

図
8

天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
。
中
本

一
冊
。
表
紙
中
央
に
無
辺
後
補
題
籏
が
あ
り

「枯
魚
七
部
余
財
集

己
丑
全
」
と
墨
書
。
己
丑
は
文
政
十
二
年
で
、
こ
の
年
の
伏

見
枯
魚
堂
梅
価
選
の
月
並
発
句
合
丁
摺
二
十
四
丁
を
綴
じ
合
わ
せ
た
も
の
。
板
芯

下
部
に
丁
付
、

一
～
二
十
四
。
各
月
二
丁
摺
。
後
表
紙
見
返
し
に
こ
の
書
の
所
蔵

者
と
お
ぼ
し
き

「
幽
香
堂
梅
人
」

の
署
名
が
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
下
に

「竜
野
下
モ

町

栄
屋
宗
左

工
門
」
の
陽
刻
朱
印
が
認
め
ら
れ
る
。
位
置
関
係
か
ら
し
て
こ
の

朱
印
は
梅
人
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
入
選
作
者
を
調
べ
て
み
る
と

「
ハ
リ
マ
タ

ツ
ノ
」
の
肩
書
で
二

・
四

・
五

・
七

・
八

・
十

一
・
十
二
月
に
梅
人
の
名
が
見
え

る
。

こ
れ
は
同

一
人
物
と
見
る
べ
く
、

『
枯
魚
七
部
余
財
集
』
は
毎
月
手
許
に
届

け
ら
れ
た
丁
摺
を
梅
人
が
綴
じ
合
わ
せ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
第



78第15号

 

要紀

 

学大良奈

一
丁
表
右
下
に
あ
る

「
播
竜
野

小
幡
氏
」

の
陽
刻
朱
印
も
梅
人
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
大
き
い
。

丁
摺
は
板
芯
上
部
に

「
枯
魚
堂
月
次
」
と
彫

っ
た
半
丁
十
二
行
の
罫
紙
を
使
用

し
て
い
る
。
罫
紙
は
丁
付

一
・
二
は
海
老
茶
色
摺
、
三
～
十
二

・
十
五
～
十
八

・

二
十
三

・
二
十
四
は
藍
色
摺
で
、
同

一
板
木
に
よ
り
摺
ら
れ
た
も
の
。
た
だ
し
、

丁
付
は
墨
色
で
あ
る
。
十
三

・
十
四

・
十
九
～
二
十
二
は
丁
摺

の
写
し
で
、
も
と

よ
り
罫
線
は
な
く
半
丁
十
二
行
書
き
。
板
芯
下
部

の
位
置
に
丁
付
を
書
き
こ
ん
で

あ
る
。

図
版
は
正
月
分

の
巻
頭

(
一
丁
表

)
と
巻
末

(
二
丁
裏
)
で
あ
る
。
最
初

に

「枯
魚
七
部
鯨
財
集

呉
竹
枯
魚
翁
校

春
之
部
」
と
標
題
す
る
が
、
二
月
以
降

に
こ
れ
は
な
く
、
右
上
匡
郭
外
に
月
数
を
標
示
。
以
下

「魁

・
軸
」
か
ら
入
選
句

を
並
べ
る
形
式
は
各
月
に
共
通
す
る
が
、
正
月
は
末
尾
に
梅
価

の
句
を
、
十
二
月

は
杜
鵠

・
枯
魚
堂

の
追
加
吟
を
添
え

て
い
る
。
ま
た
、
各
月
二
丁
目
裏

の
匡
郭
外

に

「
花
評
之

一
」
と
し
て
副
評
に
よ
る
秀
逸
句

一
章
を
添
え
る
が
、
七
月
分
に
は

そ
れ
が
な
い
。
入
選
句
数
は
花
評
分
を
除
き
、
正
月
44
章
、
十
二
月
45
章
、
そ
れ

以
外
は
す
べ
て
48
章
。
季
題
は
入
選
句
か
ら
判
断
し
て
当
季
自
由
題
と
思
わ
れ
る
。

入
選
作
者
は
、
近
江
各
地
55
名

・
京
32

・
醍
醐
6

・
丹
波
2

・
丹
後
1

・
浪
花
14

・

河
内
1
・
播
磨
10
・
大
和
古
市
5
・
伊
賀
名
張
5

・
伊
勢
亀
山
10

・
越
中
魚
津

10

・

若
狭
7

・
江
戸
1
と
な

っ
て
お
り
、
京

よ
り
も
そ
の
周
辺
地
域
を
興
行
の
基
盤
と

し
て
い
た
形
跡
が
著
し
い
。

『
俳
譜
日
々
草
』

図
9

中
本
、
乾

・
坤
二
冊
。
左
肩
に
単
辺
原
題
籏
あ
り
。
坤
巻
は

「俳
諸
ひ

＼
/
＼

草

坤
」
と
完
備
し
て
い
る
が
、
乾
巻
は
剥
落
甚
し
く

「
○
○
日
々
草

○
」

の

み
判
読
可
。
乾
巻
の
見
返
し
に

「
天
保
十
三
年
壬
寅
正
月
爽
党
/
柳
骨
芸暑
示
匠
編

　マ
マ　

/
俳
譜
日
々
草
」
と
、
ま
た
序
文
中

に

「
こ
は
月
く

の
句
合
を
葉
季
に
の
ぼ
し

ツ
＼
日
々
の
流
行
を
し
も
わ
す
れ
ず
ば
、
日
々
草
と
呼
べ
し
」
と
あ
る
。
天
保
丑

十
二
月
鷺
岱
序
。
敬
布
序
。
天
保
十
三
年
壬
寅
正
月
皇
都
書
林
野
田
治
兵
衛
他
三

軒
刊
。
天
保
十
二
丑
年

の
十
三
ケ
月
分
(含
閏
正
月
)
の
柳
骨
庵
馬
秀
選
月
並
発
句

合
の
丁
摺
六
十

一
丁
を
合
綴
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
丁
摺
に
は
各
巻
毎
に
通
し

で
板
芯
下
部
に
丁
付
を
入
れ
る
。
乾
巻
は
上

一
～
上
十
七

・
上
十
八
ノ
廿
四

・
上

廿
五
～
上
四
十
、
坤
巻
は
下

一
～
下
十
六
・
下
十
七
ノ
廿
二
・
下
廿
三
～
下
三
十
二
。

こ
の
書
に
収
録
さ
れ
た
馬
秀
選
月
並
発
句
合
の
丁
摺
は
今
ま
で
取
り
上
げ
た
も

の
と
は
少
し
形
式
が
異
な

っ
て
い
る
。
図
版
は
丁
付
上

一
～
上
三
の
正
月
分
。
ま

ず
初
丁
表
右
上
匡
郭
外
に
惣
句
数
と
月
数
を
入
れ
、
冒
頭
に
書
名
と
選
者
名
を
入

れ
る
。
次
の
閏
正
月
以
降
は
書
名
の
箇
所

へ

「
丑
閏
正
月
波
」
な
ど
と
入
り
匡
郭

外
の
月
数
標
示
は
な
い
が
、
む
し
ろ
閨
正
月
以
降
を
丁
摺

の
原
形
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
最
初
の
入
選
句

の
肩
に

「
鶴

一
」
と
あ
る
の
は

「
鶴
の
巻
」
の

「首

一
」

の
意
で
、
以
下
二
丁
表
終
行
の

「
尾
」

の
句
に
及
ぶ
。
二
丁
裏
か
ら
三
丁
表
ま
で

は

「
亀
の
巻
」
の
入
選
句
で
、
配
列
の
仕
方
は
鶴
の
巻
に
同
じ
。
鶴

・
亀
の
巻
を

ど
の
よ
う
に
分
け
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
惣
句
千
三
百
余

章
を
二
巻
に
分
け
て
馬
秀
が
選
を
し
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
三
丁
裏
の
半

丁
分
は
副
評
に
よ
る
入
選
句

で
、
や
は
り

「
一
」
か
ら

「
尾
」
に
及
ぶ
。
丁
摺
の

上
欄
に
つ
い
て
言
え
ば
、
鶴

の
巻
の
冒
頭
部
は

「鶴

一
」

の
入
選
句
に
因
ん
だ
挿

絵
、
そ
の
裏
に
は
選
者
馬
秀

の
吟
、
亀

の
巻
巻
末
部
に
は

「点
座
」
と
し
て
お
そ

ら
く
は
二

・
三
章
を

一
連
と
し
て
合
計
点

の
上
位
者
10
人
の
名
前
、
そ
し
て
副
評

の
部
に
は
副
評
者
の
吟
を
あ
げ
る
。
そ
の
間
、
二
丁
表
裏
の
上
欄
に
も
句
を
並
べ

る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
る
も

の
か
は
不
詳
。
以
上
の
よ
う
な
丁
摺

の
形
式
は
十
二
月
ま
で
同
じ
で
あ
る
が
、
丁
摺
の
枚
数
に
は
ば
ら

つ
き
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
例
に
あ
げ
た
正
月
分
は
副
評
が

一
名
で
あ

っ
た
が
月
に
よ

っ
て
は
二

・

三
名
に
及
び
、
ま
た
惣
句
数
に
増
減
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
月
数

・
惣
句
数

・
丁

摺

の
枚
数

・
副
評
者
数
を
書
き
出
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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極 霜 十 九 八 七 六 五 四 三 二 閏 正
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 正 月

千
三
百
余
章

千
五
百
余
章

六
千
余
章

千
六
百
余
章

千
七
百
余
章

二
千
二
百
余
章

千
八
百
余
章

二
千
百
余
章

千
九
百
余
章

二
千
余
章

二
千
二
百
余
章

千
五
百
余
章

千
五
百
余
章

五 三 六 三 四 五 四 五 五 四 八 四 三
丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁

名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名

 

二
月
分
が
惣
句
数

・
丁
数
と
も
に
多

い
の
は

「
明
前
老
波
居
士
追
悼
観
音
堂
奉

額
兼
丑
二
月
波
」
と
標
題
す
る
如
く
、
追
善
発
句
合
を
兼
ね
た
興
行
で
あ

っ
た
た

め
で
あ
る
。
ま
た
、
十

一
月
分
の
副
評
半
丁
分
は
月
遅
れ
で
十
二
月
分
に
含
め
て

披
露
し
て
あ
る
。
右

の
表
に
よ

っ
て
、
と
り
わ
け
惣
句
数
が
丁
摺
の
枚
数
を
決
定

し
て
行
く
お
よ
そ
の
傾
向
を
見
て
と
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
次
に
入
選
句
数
で
あ

る
が
、
副
評
の
巻
は
11
章
ま
た
は
23
章
と
す
る
も
の
が
殆
ん
ど
、
馬
秀
選
鶴

・
亀

の
巻
に
は
か
な
り
の
ば
ら

つ
き
が
あ
り
少
な
い
巻
で
23
章
多
い
巻
で
は
70
章
に
及

ぶ
。
季
題
に
つ
い
て
は
乾
巻
見
返
し
に
馬
秀
が

「
古
題
新
題
の
さ
べ
ち
な
く
月
毎

に
混
じ
て
」
と
言
う
如
く
、
当
季
自
由
題
。
入
選
作
者
は
、
山
城
各
地
98
名

・
京

67
.
河
内

10
・
近
江
5
・
奈
良
4

・
越
中
6

・
丹
州

・
灘

・
江
戸

・
豊
後
各
1
で
、

や
は
り
興
行
の
基
盤
は
京
に
は
な
い
。

『
倍
風
歳
々
集
』

図

10

小
本

一
冊
。
共
表
紙
左
肩
匡
郭
内
に

「
倍
風
歳
々
集
」
と
纂
書
に
て
墨
摺
り
。

同
じ
く
右
肩
に

「甲
辰
年
」
の
木
葉
形
陽
刻
朱
印
が
あ
る
。
序

・
践

・
刊
記
な
し
。

全
十
三
丁
、
す
べ
て
に
墨
色

の
匡
郭
が
あ
る
。
板
芯
上
部
に

「
蕪
汁
庵
撰
」
、
下
部

に

一
～
十
三
と
丁
付
を
入
れ
る
。
甲
辰
は
弘
化
元
年
で
、
こ
の
年
の
蕪
汁
庵
若
雅

選
月
並
発
句
合
丁
摺
十
二
丁
を
合
綴
刊
行
し
た
も

の
。
各
月

一
丁
摺
、
冒
頭
に

「正
月
の
部
」
と
標
題
し

「首
」
か
ら

「軸
」
(尾
)
ま
で
入
選
句
を
並
べ
、
選
者

の
追
加
吟
は
添
え
な
い
。
十
三
丁
は
若
雅
ら
の
半
歌
仙
と
追
章
を
収
録
。
季
題
は

当
季
自
由
題
。
入
選
句
は
各
月
21
章
。
入
選
作
者
は
、
下
鴨
な
ど
を
含
め
京
が
62

名

・
大
坂
2
名

・
丹
波
1
名
。
京
作
者
の
中
に
は
若
峯

・
若
海

・
若
吹

・
若
葉

・

若
介

・
若
洞

・
若
天
な
ど
の
名
が
目
立
ち
、
若
雅
門
の
京
作
者
を
中
心
と
し
た
催

し
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
あ

ふ

み

ぷ

り

』

図

11

中
本
、
上
下
二
冊
。
架
蔵
本
は
題
籏
が
失
な
わ
れ
て
残
ら
な
い
が
、
天
理
図
書

館
綿
屋
文
庫
蔵
本
に
は
表
紙
左
肩
に
無
辺
原
題
籏
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

「
あ
ふ
み
ふ

り

上
」

「
あ
ふ
み
ふ
り

下
」
と
墨
摺
り
。
上
巻
見
返
し
に

「佳
菊
鴨
披
先
生

校
/
淡
海
風
流
/
皇
都
書
林
年
々
堂
」
と
あ
る
。
東
園
殿
左
近
衛
権
中
将
藤
原
基

貞
卿
驚
求
序
。
化
辰
孟
春
鴨
披
居
士
鷺
岱
践
。
嘉
永
二
己
酉
年
京
都
書
林
年
々
堂

菱
屋
弥
兵
衛
刊
。
蛙
屋
鷲
岱
選
の
月
並
発
句
合
丁
摺
二
年
分
計
四
十
六
丁
を
合
綴

刊
行
し
た
も
の
。
各
月
二
丁
摺
で
、
す
べ
て
に
墨
色
匡
郭
あ
り
。
丁
摺
は
図
版
11

の
よ
う
に
板
芯
に

「近
江

辰
」
と
入
れ
る
も
の
と
、
や
は
り
板
芯
に

「
あ
ふ
ミ
」

と
あ
る
二
種
類
ニ
ケ
年
分
に
分
け
ら
れ
、
各
丁
ノ
ド
に
月
数
と
通
し
の
丁
付
を
入

れ
る
。
仮
に
前
者
を
1
類
、
後
者
を
皿
類
と
し
て
お
く
。

1
類
は
正
月
か
ら
十

一
月
分
ま
で
計
二
十
二
丁
。
図
版
は
正
月
分
の
巻
頭
部

一
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丁
表
と
巻
末
部
二
丁
裏
。
二
月
以
降

は

「
二
月
之
部

洛
宗
匠
蛙
屋
鷺
岱
翁
校
」

な
ど
と
標
題
す
る
。
入
選
句
は
冒
頭

に

「
=

次
に

「
人
」
を
置
き

「
尾
」
に
至

り
、
最
後
に
岱
翁
の
追
加
を
添
え
る
と
い
う
配
列
。

「
尾
」
は
第
二
位
を

「
人
」

は
第
三
位
を
表
わ
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
こ
の
辰
と
標
示
さ
れ
た
1

類

一
年
分
は
嘉
永
二
年
の
刊
記
か
ら
見
て
弘
化
元
年
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
1
類

は
正
月
か
ら
十
二
月
分
ま
で
計
二
十

四
丁
を
収
録
。
冒
頭
に

「
あ
ふ
ミ
ぶ
り

正

月
之
部
/
平
安
宗
匠
蛙
屋
校
」
な
ど
と
標
題
。
二
月
分
の
み

「
=

「
人
」
の
標

示
を
し
他
に
は

一
切
そ
れ
が
な
い
が
、
1
類
と
同
様
の
配
列
と
見
て
特
に
問
題
は

な
か
ろ
う
。
こ
の
H
類
に
は
干
支
を
記
さ
な
い
。
し
か
し
、
作
者
の
改
号
を
手
が

か
り
に
少
な
く
も
ー

・
皿
類
の
先
後

を
決
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
H
類
に
出

る
雲
鳳

・
芦
風

・
選
友
は
1
類
に
於

て
そ
れ
ぞ
れ
筍
方

・
芦
誰

・
青
雲
と
号
を
改

め
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
H
類
は
1
類
よ
り
先
行
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
単
純

に
考
え
て
1
類
は
1
類
の
前
年
、

つ
ま
り
天
保
十
四
年
と
見
て
お
き
た
い
。
入
選

句
数
は
天
保
十
四
年
四
月

・
弘
化
元
年
正
月
の
39
章
以
外
は
す
べ
て
各
月
40
章
。

季
題
は
入
選
句
か
ら
判
断
し
て
当
季
自

由
題
。
入
選
作
者
は
洛
が
わ
ず
か
5
名
で

そ
の
入
選
句
合
計
8
章
、
他
の
作
者

に
は
す
べ
て
肩
書
が
な
い
が
、
こ
れ
は
書
名

が
示
す
如
く
近
江
の
連
中
と
思
わ
れ
る
。

※
付
記

こ
の
稿
は
昭
和
六
十
年
度
交
付
の
奈
良
大
学
特
別
研
究
費
に
よ
る
と

こ
ろ
が
多
い
。
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